
東北哲学会 第 69 回⼤会プログラム 
 

期⽇ 2019（令和 1）年 10 ⽉ 19 ⽇（⼟）・20 ⽇（⽇） 
会場 東北⼤学（川内南キャンパス）⽂科系総合研究棟１号館 

（発表会場：⼤会議室 控え室：中会議室） 
 

第 1 ⽇ 10 ⽉ 19 ⽇（⼟） 

○ 開会の挨拶（10:00〜） 東北⼤学 直江清隆 

○ 研究発表（10:10〜）［発表 25 分・質疑 15 分］ 

1. 安楽死分析への⼀試論 東北⼤学 ⼩⽥中 奎太 

2. 動物を⽣み出すことと動物への危害 秋⽥⼤学 吉沢 ⽂武 

3. どこにもない⼀とすべての中にある⼀ 中京⼤学 松浦 明宏 

○ 昼⾷休憩（12:10〜13:10） 

○ 委員会（⽂学部棟 133 号室）＊⼤会会場とは別の建物です 

○ 会員総会（13:20〜13:50）＊⽂科系総合研究棟１号館 ⼤会議室 

○ 特別講演（14:00〜15:00） 

フッサールにおける構造現象学の展開 

東北⼯業⼤学  野家 伸也 

○ ワークショップ 
「⽯川求著『カントと無限判断の世界』を読む」（15:10〜17:10） 

カントのオデュッセイア 

 ⾸都⼤学東京 ⽯川 求 

否定と制限――無限判断の論理学と形⽽上学――（仮） 

 東北⼤学 佐藤 恒徳 

有限な存在者はそれ⾃⾝において同時に無限である  
――無限性をめぐる論理学と形⽽上学の間――（仮） 

 東北⼤学 嶺岸 佑亮 

司会：城⼾ 淳 

○ 懇親会（17:30〜19:30 東北⼤学川内南キャンパス学⽣⾷堂） 
会費：教員 5,000 円 学⽣ 3,000 円 

（同封のハガキであらかじめ出⽋をお知らせください。） 



 
 
 
 

第 2 ⽇ 10 ⽉ 20 ⽇（⽇） 

○ 研究発表（9:30〜）［発表 25 分・質疑 15 分］ 

1. 国家公⺠・私⼈・⼈間性 
――レーヴィット『ヘーゲルからニーチェへ』の
成⽴プロセスについて 

東北⼤学 遠藤 健樹 

2. フッサール現象学の存在論的コミットメント
について 東北⼤学 綿引 周 

3. フェミニスト経験主義における事実/価値ホー
リズムの検討 松⼭⼤学 ⼆瓶 真理⼦ 

○ 昼⾷休憩（11:30〜12:30）   

○ 東北⼤学哲学研究会（思索）総会（12:40〜13:10） 

○ 特別講演（13:20〜14:20） 

『存在と時間』という迷い道を反復する 
――固有なものを失うという出来事（Enteignis）に向かって―― 

北海道教育⼤学名誉教授  後藤 嘉也 

○ シンポジウム「⽣命倫理の背後にある⽣・死・死後の観念」（14:30〜17:00） 

死の前倒しに先⽴って考察すべきこと 

 東京都市⼤学 ⼭本 史華 

⽇本の思想・芸能における死⽣観 

 専修⼤学 出岡 宏 

⻄洋古代医学思想における魂と死 

 國學院⼤學 ⽊原 志乃 

司会：⼭本 史華 

○ 閉会の挨拶 東北⼤学名誉教授 野家 啓⼀ 

  

 

 
 

 

 


